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令和２年度当初予算　新規評価箇所数一覧（維持系）

1千万円 5千万円 1億円 10億円

以上 以上 以上 以上

～～～～

5千万円 1億円 10億円

未満 未満 未満

港湾整備交付金事業
（防災・安全社会資本整備総合
交付金）

4 4 4 1 3

港湾整備費（県単独） 4 4 4 3 1

港湾機能施設整備費 1 1 1 1

小計 9 9 9 3 2 4

基幹水利施設ストックマネジメン
ト事業 3 3 3 1 2

小計 3 3 3 1 2

道路整備交付金事業（防災・安
全社会資本整備交付金）【道路
防災】

3 3 3 1 2

道路整備交付金事業（防災・安
全社会資本整備交付金）【舗装
補修】

1 1 1 1

小計 4 4 4 1 3

建設海岸保全施設整備交付金
事業 2 2 2 1 1

（前回報告時点） (1) (1) (1) (1)

小計 2 2 2 1 1

18 18 18 4 6 7 1

100% 100%

課名 事業名

評価箇所数

現地機
関
評価

箇所数

事業担
当課評
価

箇所数

部評価
箇所数

河川砂防課

合計

全箇所数に占める割合

事業担当
課が評価
した件数

部が評価
した件数

港 湾 課

農地整備課

道 路 課
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海岸堤防等老朽化対策緊急事業（防災・安全交付金事業）

事業の目的：海岸堤防等の老朽化対策を計画的に推進す
ることを通じて施設の機能の強化又は回復を図る。

整備前 整備後

1

福富海岸（杵島郡白石町福富下分地内）

【事業概要】
工 期：令和２～6年度
総事業費：120百万円
整備内容：
護岸補修工 Ｌ＝460ｍ

【維持系】 海岸事業（交付金）
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2

白石町

小城市 有明海沿岸道路
芦刈南IC

六角川

福富海岸

国道444号
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評価判定

評価項目：安心で安全な暮らしの確保
評価指標：危険度判定（機能判定）

海岸事業（法被覆構造物等）

評価要素 点数

海
岸
の
現
状

崩壊している。または､基礎部が浮いてる、
亀裂・破損が著しく裏込材の吸い出しが
見られる。

60

基礎部が見えている。または、亀裂・破
損が見られ、裏込材の吸い出しが懸念さ
れる。

50

亀裂・破損が見られる。 40

基礎部は見えない。または、安定してい
る。

0

評価要素 点数

機
能
判
定

施設として全く機能してなく、緊急な対
応を要する

40

施設が不安定な状態で、早急な対応を要
する

30

施設として機能しているが、改築するこ
とが望ましい

20

改築、修繕の必要はない 0

○評価視点：位置付け
評価項目：安心で安全な暮らしの確保
評価指標：危険度判定（海岸の現状）

○評価視点：必要性・効果
評価項目：安全性
評価指標：構造上の課題（安全性）

評価項目：安全性
評価指標：構造上の課題（既施設の材質）

評価要素 点数

既
施
設
の
材
質

木系、石系（空）、土堤 40

カゴ系、石系（練） 30

コンクリート系 20

評価要素 点数

構
造
上
の
安
全

性

堤外側の法被覆構造物である 60

提内側の法被覆構造物である 50

上記以外の構造物である。 40

位置付け A：100点 必要性・効果 B：60点

4

評価判定

○評価視点：実施環境
評価項目：地元状況
評価指標：想定被害区域の状況（背後地の状況）

評価要素 点数

背
後
地
の
土
地

利
用
状
況

人家連坦区域である 60

背後地に家屋等がある 50

農地等がある 40

上記以外である 0

評価項目：地元状況
評価指標：想定被害区域の状況（公共施設の数）

評価要素 点数
公
共
施
設

の
数 １施設以上 20

なし 0

＊公共施設とは公民館、病院、学校、幼稚園、福祉施設、国道、
県道など土地利用及び公共施設への影響は、想定氾濫区域内と
する

評価項目：地元状況
評価指標：地元関係者の協力・要望

評価要素 点数
地
元
関
係
者
の

協
力
・
要
望

地元の要望があり 20

工事に対し協力的である 10

工事に対し非協力的である 0

海岸事業（法被覆構造物等）

◆評価視点毎の合計点によりＡ～Ｃに区分

位置付け 必要性・効果 実施環境

Ａ 80点以上
（100点）

80点以上 80点以上
（80点）

Ｂ 60～80点未満 60～80点未満
（60点）

60～80点未満

Ｃ 60点未満 60点未満 60点未満

評価結果

判断結果

◆評価視点毎の評価結果（Ａ～Ｃ）を組み合わせてランク付け

ランク 整備方針 評価の組み合わせ

Ⅰ 優先的に事業を実施 ＡＡＡ、ＡＡＢ

Ⅱ 事業を実施 ＡＢＢ、ＢＢＢ

Ⅲ 新規着手を見合わせ
る

ＡＡＣ、ＡＢＣ
ＡＣＣ、ＢＢＣ、ＢＣＣ、ＣＣＣ

実施環境 A：80点
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注）（　　）内の数字は満点  
判断

崩壊し
てい
る。ま
たは､
基礎部
が浮い
てる、
亀裂・
破損が
著しく
裏込材
の吸い
出しが
見られ
る。

基礎部
が見え
てい
る。ま
たは、
亀裂・
破損が
見ら
れ、裏
込材の
吸い出
しが懸
念され
る。

亀裂・
破損が
見られ
る。

基礎部
は見え
ない。
また
は、安
定して
いる。

小計

施設と
して全
く機能
してな
く、緊
急な対
応を要
する

施設が
不安定
な状態
で、早
急な対
応を要
する

施設と
して機
能して
いる
が、改
築する
ことが
望まし
い

改築、
修繕の
必要は
ない

小計

堤外側
の法被
覆であ
る

提内側
の法被
覆であ
る

上記以
外の構
造物で
ある。

小計

木系、
石系
（空）
、土堤

カゴ
系、石
系

（練）

コンク
リート
系

小計
人家連
坦区域
である

背後地
に家屋
等があ
る

農地等
がある

上記以
外であ
る

小計１施設
以上なし小計

地元の
要望が
あり

工事に
対し協
力的で
ある

工事に
対し非
協力的
である

小計

(60点)(50点)(40点)(0点)(60点)(40点)(30点)(20点)(0点)(40点)（100点）(60点)(50点)(40点)(60点)(40点)(30点)(20点)(40点)（100点）(60点)(50点)(40点)(0点)(60点)(20点)(0点)(20点)(20点)(10点)(0点)(20点)（100点）

新規杵藤1福富海岸福富下分白石町福富下分120.09.0
護岸補修工
（ﾌﾞﾛｯｸ積
工）

L=460m660604040100404020206050502020101080ABAⅠ

　評価指標：
　　想定被害区域の状況
　（背後地の状況）

　評価指標：
　地元関係者の協力・要望

計

Ⅰ優
先的
に事
業を
実施

Ⅱ事
業を
実施

Ⅲ事
業実
施を
見合
わせ
る

　評価指標：
　　想定被害区域の状
況

延長、
数量等

　評価指標：
　　危険度判定（海岸の現状）

　評価指標：
　　危険度判定（機能判定）

計

　評価指標：
　　構造上の課題（安全性）

　評価指標：
　　構造上の課題
　（既施設の材質）

完成
予定
年度

評価視点：位置付け評価視点：必要性・効果

計

事 業 費事業概要評価視点：実施環境

評価
市町名大字等

総事業費
（百万
円）

Ｈ〇〇
要望額
（百万
円）

工法

新
規
・
継
続
区
分

事
務
所
名

箇
所
番
号

海
岸
名

路河川名
及び地区
・箇所名

所　在　地

事業目的

定性評価

自然環境保全

生活環境対策

コスト縮減策

そ　 の 　他

記入責任者杵藤土木事務所長

種　　別海　　岸事　業　区　分維　持　管　理事　業　名建設海岸保全施設整備交付金事業

自然環境にできるだけ影響を与えない工法を選択する。

排ガス対策型機械の使用、建設副産物の適正処理、再生材の使用等を行う。

より経済的な工法を検討し採用する。現場発生材の有効活用、再生材の使用等、より安価な材料を使用する。

既設海岸保全施設のうち堤防、護岸及び飛沫水路の法被覆の老朽化や亀裂、破損などにより本来の機能を有していない施設や、このまま放置すると老朽化が進み機能が低
下する施設を更新または修繕する工事を行い、機能の保持を図ることを目的とする。

令和２年度要望箇所評価一覧　（　維持系　）
本部・部名県土整備部課　　　　　名河川砂防課
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